
●

紹

介

　
　
　
醗
現
代
吏
観
　
　
文
學
博
士
三
浦
凋
一
箸

　
現
代
臣
民
の
文
化
的
生
活
は
其
過
去
に
於
け
る
訓
練
や
努
力
に

負
ふ
所
が
多
い
ε
言
ふ
見
地
か
ら
、
「
史
家
よ
り
観
た
る
大
正
時
代
」

「
束
西
三
明
の
調
利
－
こ
不
調
和
」
の
如
き
現
代
鮭
會
の
推
移
を
語
る

も
の
及
び
、
「
皇
太
子
御
威
年
式
」
「
皇
太
子
の
掘
政
に
つ
き
て
」
「
原

首
翻
の
暗
殺
に
つ
き
て
」
等
の
、
覗
時
の
繊
為
事
を
歴
史
的
に
観
察

し
た
も
の
を
第
一
編
現
代
史
槻
ミ
し
て
牧
め
、
「
日
本
岩
飛
論
」
「
出

色
ご
佛
教
」
「
デ
モ
ク
ラ
シ
：
ε
日
本
國
民
性
」
「
文
化
の
下
冠
上
」

「
昔
の
商
業
S
専
業
道
徳
」
等
國
民
性
や
底
豆
を
憾
言
ε
し
て
論
究

し
た
も
の
を
第
二
編
國
耀
國
民
性
ε
し
、
第
三
編
史
傳
史
話
は
、

明
治
大
正
時
代
の
人
物
を
主
S
し
た
「
鳴
呼
皇
太
后
陛
下
」
「
栗
組

織
先
生
」
「
五
代
購
読
翁
」
や
、
折
り
畏
れ
て
追
懐
し
、
追
慕
さ
れ
た

徳
教
大
師
や
法
然
上
人
の
史
傳
の
外
に
、
「
絶
群
の
教
育
ざ
尉
會
問

題
」
「
丈
化
史
ミ
は
何
ぞ
」
－
こ
言
つ
．
た
風
の
史
話
も
含
め
て
居
る
。
著

警
も
其
巻
頭
言
に
記
さ
れ
た
通
の
、
も
ミ
よ
り
営
門
研
究
の
副
産

物
で
あ
る
け
れ
、
こ
も
、
過
去
の
事
象
に
の
み
浸
概
し
て
親
代
耽
會

　
　
　
第
七
巻
　
　
紹
　
　
　
介

祁
に
無
關
心
ε
な
り
勝
ち
な
歴
史
家
が
、
日
常
吾
人
の
生
活
に
最

も
關
係
深
く
且
最
も
興
味
を
惹
く
べ
き
寓
旧
事
を
、
著
者
猫
特
の

深
還
な
る
史
鏡
に
か
け
て
解
剖
も
し
た
り
、
三
三
も
加
へ
た
り
し

て
、
現
代
計
會
に
回
れ
ん
、
こ
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
四
六
版

充
〇
六
頁
、
士
“
今
畿
口
引
獲
行
、
山
疋
槽
瓢
二
、
二
〇
）
〔
中
村
〕

⑭
支
那
民
俗
誌
上
怒

永
尾
龍
造
著

　
本
書
は
支
那
文
化
叢
書
の
第
一
篇
ご
し
て
満
洲
考
古
學
會
並
に

満
蒙
磁
化
暴
論
よ
り
出
版
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
其
の
大
傘

は
嘗
て
弊
誌
『
満
蒙
乙
女
化
』
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
、
支

那
年
中
行
事
都
て
を
纏
め
む
一
こ
す
る
は
多
雪
の
宿
志
な
る
も
、
取

り
敢
へ
す
其
の
正
月
の
部
の
み
を
膿
め
た
る
も
の
即
ち
本
書
に
し

て
上
篇
春
立
つ
頃
、
中
篇
年
の
始
め
、
下
篇
元
脊
の
祭
り
の
三
篇
に

分
ち
、
更
に
各
篇
を
三
章
に
分
ち
、
叉
各
節
各
項
を
分
ち
て
立
春
の

儀
式
、
春
牛
、
芒
騨
、
迷
信
，
竈
祭
の
、
除
夜
、
財
私
費
り
、
押
歳
銭
、
宮

中
の
歳
宋
、
桃
符
、
柳
の
魔
除
け
、
春
聯
、
手
刷
、
鍾
埴
、
門
松
、
封
印
、

爆
竹
、
元
旦
脚
結
、
小
年
下
、
接
路
頭
、
星
祭
り
、
黒
地
、
藍
九
型
等
の

諸
風
俗
を
評
記
し
、
虚
々
北
山
の
史
的
滑
革
を
論
じ
、
外
篇
に
は
蒙
相

の
正
月
風
俗
十
二
節
も
附
す
、
跳
鬼
以
下
の
五
枚
の
口
業
、
千
張
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
五
五
　
（
四
九
七
）



　
　
　
第
七
巷
　
　
紹
　
　
介

三
下
の
三
十
餓
の
挿
書
、
立
春
以
下
四
個
の
カ
ッ
ト
は
本
丈
の
足

ら
ざ
る
所
を
説
明
し
、
支
那
正
月
風
俗
に
關
し
て
乏
く
材
料
を
集

め
た
る
こ
㌔
こ
蓋
し
空
前
の
も
の
た
る
を
失
は
す
、
粛
親
王
及
び
文

學
搏
士
内
藤
虎
次
朗
氏
の
題
字
、
早
川
青
柴
澱
長
の
序
文
、
何
れ
も

著
者
が
満
塁
瀦
員
ミ
し
て
永
年
支
那
に
住
し
文
物
研
究
に
講
し
た

る
苦
心
の
業
績
を
賞
揚
す
、
総
意
嶽
三
百
四
＋
三
頁
、
支
那
風
俗
研

究
土
参
考
ε
な
る
こ
、
こ
決
し
て
鮮
か
な
ら
ざ
ら
む
。
〔
償
、
三
、
○
○

圓
〕　

　
　
轡
商
業
ご
雨
露
第
二
冊

　
本
書
は
長
崎
高
等
商
業
校
研
究
餓
年
報
ミ
し
て
咋
年
の
捌
刊
に

係
る
侮
年
一
冊
宛
刊
行
す
る
第
二
鳥
目
の
研
究
報
告
論
文
集
に
し

て
木
會
に
寄
購
せ
ら
る
、
所
な
り
、
牧
む
る
所
の
論
著
は
原
始
農

業
ご
女
蛭
（
田
崎
仁
義
）
、
開
國
以
後
最
初
の
上
海
貿
易
（
川
島
元
次

郎
）
、
朝
鮮
及
盗
溝
に
於
け
る
諮
問
機
關
（
森
丈
三
郎
）
、
》
穿
巴

レ
響
ω
蓬
の
標
準
化
理
論
（
蛭
藻
誠
）
、
英
語
教
授
法
の
改
造
を
主
張
す

（
山
崎
宗
直
）
、
支
那
古
代
に
於
け
る
氏
及
び
姓
の
研
究
（
田
崎
仁
義
）

無
道
に
關
す
る
智
識
の
我
邦
に
傳
は
り
し
門
戸
、
こ
し
て
の
長
崎
（
武

　
　
　
　
　
　
　
ド

藤
、
長
藏
）
の
七
篇
、
他
に
資
料
二
篇
、
雅
録
五
篇
、
批
詐
紹
介
四
篇
、

魯

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
五
山
ハ
　
（
四
九
八
）

及
び
藁
座
あ
り
、
就
申
專
門
的
立
脚
地
よ
り
吾
入
に
最
も
興
味
深

く
讃
ま
れ
た
る
も
の
は
田
崎
仁
義
氏
の
支
那
古
代
に
於
け
る
氏
及

び
姓
の
研
究
に
し
て
、
全
篇
九
章
よ
り
成
り
、
第
一
章
に
は
父
－
こ
君

影
ご
民
、
民
ミ
氏
ミ
の
丈
字
的
考
謹
を
な
し
て
、
氏
が
血
族
的
叉
は

地
域
的
國
膿
の
樗
な
る
こ
ミ
を
論
じ
、
第
二
章
に
は
原
始
斑
族
の

竪
町
思
想
、
原
始
民
族
の
夫
婦
別
居
の
風
俗
よ
り
論
翻
し
て
、
姓
か

女
系
の
生
身
の
標
識
に
し
て
、
支
那
の
原
始
的
姓
か
母
の
所
在
の

地
名
に
起
れ
る
も
の
最
も
多
き
を
論
じ
、
舞
三
章
に
て
同
徳
同
姓
↓

異
徳
異
姓
の
読
を
論
じ
、
以
下
第
四
章
、
姓
、
こ
五
行
ε
五
音
，
第
五

章
賜
姓
の
事
、
第
六
旧
姓
は
母
系
に
嚢
し
旧
姓
賜
姓
を
経
て
父
系

姓
に
蹄
着
せ
り
、
第
七
章
姓
、
こ
訊
先
願
弄
、
第
八
章
氏
が
大
小
二
方

而
に
獲
展
進
歩
せ
る
こ
、
こ
、
第
九
章
結
論
を
述
ぶ
る
や
縮
密
な
る

調
査
ε
博
引
労
詮
の
述
、
眞
に
眞
面
目
に
還
し
て
苦
心
研
究
の
結

果
ε
謂
ふ
べ
く
、
此
の
問
題
の
未
だ
充
分
に
研
究
せ
ら
れ
居
ら
ざ

る
冷
日
強
く
一
般
に
一
護
を
鋤
む
る
に
・
瞬
鰭
せ
ざ
る
な
り
。
習
入

魂
李
常
詰
の
問
題
に
興
味
を
右
せ
る
も
未
だ
研
究
し
た
る
こ
、
こ
な

く
、
從
っ
て
之
を
｝
透
し
て
啓
拝
せ
ら
れ
た
る
瓢
甚
だ
多
し
。
こ

れ
特
に
本
篇
を
此
の
研
究
館
報
告
よ
り
嫡
萬
し
て
概
要
を
江
湖
に

紹
介
す
る
所
以
な
り
。
但
第
三
章
に
て
姓
が
母
系
族
制
の
遺
意
な



る
こ
、
こ
劇
論
讃
せ
ら
れ
て
、
惑
生
ε
夫
婦
溺
居
の
場
合
ぐ
」
を
問
は

す
、
女
子
に
は
古
く
姓
あ
り
て
存
し
、
支
那
の
歳
費
以
下
五
帝
の
姓

が
其
偉
の
系
統
に
よ
り
て
名
け
ら
れ
た
る
は
明
あ
り
一
こ
謂
は
れ
、

支
那
に
は
古
く
よ
り
女
子
に
姓
あ
る
こ
言
を
謂
は
れ
居
れ
る
も
、

之
に
劉
師
培
の
説
並
に
王
業
維
が
魏
掌
文
研
究
の
結
果
罪
人
に
は

未
だ
女
姓
無
く
、
周
に
至
り
て
始
め
て
女
子
皆
姓
を
糎
せ
る
な
ら

む
ε
謂
ふ
説
あ
る
に
聴
し
て
扁
螺
辮
ぜ
ら
れ
あ
る
ざ
に
は
如
何
な

・
る
故
な
る
に
や
庫
入
画
よ
り
此
の
問
題
を
研
究
し
た
る
こ
唱
こ
な
く

從
っ
て
藪
に
述
ぶ
る
所
は
竈
も
批
評
的
意
味
に
非
す
、
唯
紹
介
に

當
り
て
聯
か
附
記
す
る
の
み
、
（
定
償
二
、
五
〇
、
長
崎
高
等
商
業
學

校
研
究
館
獲
行
）
〔
以
上
那
波
〕

⑳
大
正
七
年
度
古
蹟
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
第
一
班

朝
鮮
練
督
府

　
本
冊
牧
む
る
塵
、
濱
田
委
員
、
梅
凍
餅
托
提
猷
の
「
慶
倫
北
道
慶

倫
南
濫
古
墳
調
査
報
告
㌧
こ
原
田
委
員
の
博
慶
禽
北
道
慶
州
郡
内
東

灘
普
門
里
古
墳
及
慶
山
郡
清
道
郡
金
泉
郡
侮
州
部
並
慶
倫
南
道
梁

山
郡
束
葉
郡
諸
遣
蹟
調
査
報
告
書
」
ざ
の
二
階
に
し
て
、
四
六
倍
版

本
文
九
十
四
頁
、
岡
版
百
十
五
葉
よ
り
成
る
。
前
春
は
慶
爾
北
道
豊

　
　
　
策
七
巻
、
紹
　
　
介

州
に
於
い
て
農
掘
調
査
を
行
へ
る
三
個
の
古
境
、
同
高
彫
の
三
古

墳
及
び
慶
尚
南
道
昌
寧
校
主
に
於
け
る
二
基
の
境
墓
に
就
い
て
一

々
其
の
外
形
、
内
部
の
構
造
、
嚢
見
の
遣
物
の
詳
細
な
る
記
載
を

試
み
、
破
壌
せ
る
遺
蹟
を
記
録
の
上
に
復
原
す
る
、
こ
共
に
、
此
の

調
査
の
結
果
獲
た
る
潰
血
中
土
器
の
特
質
、
耳
飾
、
刀
装
具
、
帯
飾

慾
の
金
属
器
に
關
し
て
の
研
究
を
磁
し
、
ま
た
古
墳
茎
、
の
も
の
、

構
造
を
如
土
の
愚
物
の
内
容
ε
比
較
考
査
し
て
考
古
熱
地
よ
り
鶯

造
の
年
次
を
推
し
、
其
の
各
の
間
に
多
少
の
年
代
の
相
違
あ
み
べ

き
も
、
六
朝
中
期
の
加
羅
の
古
墳
，
こ
見
る
べ
き
も
の
な
り
ε
云
へ

り
。
文
中
個
々
の
遺
跡
の
記
述
に
正
確
を
期
せ
る
は
固
よ
り
、
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

耳
飾
の
條
に
於
い
て
從
來
嚢
見
の
類
似
の
諸
例
を
築
け
製
作
の
技

術
に
關
す
る
考
察
よ
の
し
て
其
の
源
流
に
及
べ
る
が
如
き
、
ま
た

是
等
古
墳
の
構
造
－
こ
内
容
遣
物
ミ
の
關
係
を
内
地
古
墳
の
示
す
虚

ε
比
較
し
て
其
の
異
同
の
依
っ
て
起
る
因
由
を
究
め
ん
、
こ
せ
る
が

如
き
、
な
ほ
此
の
類
の
注
目
す
べ
き
見
解
を
三
宝
に
示
せ
か
。
此
の

報
告
の
歴
世
に
は
愚
蒙
警
士
長
谷
部
雷
黒
氏
の
手
に
成
る
「
星
州
古

填
人
骨
調
査
」
の
｝
編
あ
り
、
其
の
第
二
號
古
墳
第
一
附
届
石
室
及

び
第
六
號
古
填
脚
土
の
入
骨
に
關
す
る
人
類
遡
上
の
調
査
の
結
果

を
細
聴
せ
り
。
而
し
て
結
論
ε
し
て
、
人
骨
の
御
霊
は
現
代
の
北
鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
葡
七
　
（
四
九
九
）


